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  (1)  本標準は、国内のディジタル専用回線を提供する光加入者線伝送方式の伝送路インタフェースについ

て規定し、６，１４４kbit/s までの回線速度を対象とする。 
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１．概要

　本標準は、回線速度が６４kbit/s～６１４４kbit/s のディジタル専用回線サ－ビスを提供する NT1(網終

端 1)の網側における光インタフェース（参照点 ＬＩ）の特性とパラメ－タについて記述する。

２．参照構成

　図２－１／ＪＪ－５０．２０は、アクセスディジタルセクションに関するディジタル伝送システムの範

囲を示している。

３．インタフェースの概要

　本標準におけるインタフェースは以下の条件により構成される。

（１）物理的条件

　　　光ファイバとＮＴ１を接続するためのコネクタ等の形状、寸法の規格など。

（２）光学的条件

　　　光ファイバとＮＴ１を接続するための信号線の光信号レベルの規格など。

（３）論理的条件

　　　光ファイバとＮＴ１の間で信号を送受信するための方法や動作条件など。

      また、保守・運用に関しては 4 章以降に記述する。

3.1  物理的条件

（１）接続コネクタ

　　　NT1 の光送受信用として、Ｆ０４形単心光ファイバコネクタ（ＪＩＳ  Ｃ５９７３）２個（入力及

　　び出力）で接続する。

（２）光ファイバケーブル

　　　NT1 は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．６５１（又はＩＥＣ規格Ａ１ａ）に準拠したグレーデッド・インデッ

　　クス型光ファイバまたは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．６５２（又はＩＥＣ規格Ｂ１．１ａ）に準拠したシン

図２－１／ＪＪ－５０．２０  アクセスディジタルセクションと伝送システムの範囲

ディジタル伝送システム

（光ファイバ）

TE NT1 LT ET

T

参照点

LI

参照点

V1

参照点

アクセスディジタルセクション

TE  : 端末装置

NT1 : 網終端 1

LT  : 線路終端

ET  : 交換終端
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　また、図３．２／ＪＪ－５０．２０に光波形の例を示す。

（３）デューティ比

　　　図３－２／ＪＪ－５０．２０に示す光パルス幅に対し１００±２０％である。ただし、パルス振幅

　　の５０％で定義する。

（４）ジッタ

　　　図３－２／ＪＪ－５０．２０に示す光パルス幅に対し±１０％であること。

（５）光入力条件

　　ａ）光入力条件

　　　　ＮＴ１が受信する平均受光電力は、－３６．８ｄＢｍ以上－１１．０ｄＢｍ以下であること。

　　ｂ）ＮＴ１に要求される性能

　　　① 符号誤り率特性

　　　　図３－３／ＪＪ－５０．２０に示す測定系において、ＮＴ１のＬＩ入力端子で測定した平均受光

　　　　電力－３６．８ｄＢｍに対してＳ／Ｘ＝８ｄＢの光干渉波を加えた状態にて符号誤り率は、

　　　　１０－６以下のこと。

　　　② 最大受光電力特性

　　　　図３－３／ＪＪ－５０．２０に示す測定系において、ＮＴ１のＬＩ入力端子で測定した平均受光

　　　　電力－１１．０ｄＢｍに対して干渉波を加えない状態にて符号誤り率は、１０
－６

以下のこと。

　　　③ 光レベル変動耐力

　　　　図３－３／ＪＪ－５０．２０に示す測定系において、ＮＴ１のＬＩ入力端子で測定した平均受光

　　　　電力を－３２．０ｄＢｍとし、図３－４／ＪＪ－５０．２０の光レベル変動波形に対して符号誤

　　　　り率が１０
－８

以下であること。

“0” “0” “1”

光パルス幅

ｈ

論理値

 h/2

〔光 ON レベル〕

Ａ

Ｂ

〔光 OFF レベル〕

〔光断レベル〕

消光比＝１０×ｌｏｇ（Ｂ／Ａ）

図３－２／ＪＪ－５０．２０  光波形例
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3.3  論理的条件

（１）加入者線伝送上のフレーム構成

　　ａ）伝送速度

　　　　伝送速度は６．３１２Ｍbit/s であること。

　　ｂ）フレーム構成

　　　　６．３１２Ｍbit/s インタフェースフレームは、４つの１．５Ｍ論理パスフレームと保守ビット（Ｆ

　　　　ビット）からなるマルチフレームで構成される。

　　　　図３－５／ＪＪ－５０．２０に６．３１２Ｍbit/s インタフェースフレーム、図３－６／ＪＪ－５

　　　　０．２０に１．５Ｍ論理パスフレームを示す。

　　　　なお、６．３１２Ｍbit/s インタフェースフレームにおいて、ＴＳ１～ＴＳ２４（７６８bit）は、

　　　　情報チャネルとして用い、ＳＴ（１６bit）及びＦ（５bit）の各ビットは、保守・運用上のビッ

　　　　トとして用いる。

符号
誤り率
測定器

NT1 光結合器
光 ATT
(ｱｯﾃﾈ-ﾀ)

LT または
それに準ずる
測定治具

PN
パターン
発生器

光 ATT
(ｱｯﾃﾈ-ﾀ)

光 ATT
(ｱｯﾃﾈ-ﾀ)

LED
干渉波
発生器

図３－３／ＪＪ－５０．２０  符号誤り率測定回路

項目

周波数

デューティ

立ち上がり／立ち下がり時間

発光中心波長

内容

３２０±２０kHz

（５０±２）％

１００ｎｓ以下

１．２７０～１．３３５μm

正弦干渉波の条件

・１０×ｌｏｇ（Ｓ／Ｒ）＝３．５±０．５ｄＢ

・ Ｔｆ、Ｔｒ＝２００±１０μｓ

・本波形は周期１０±１ms の繰り返し波形

光ＯＮレベル

光ＯＦＦレベル

図３－４／ＪＪ－５０．２０  光レベル変動波形

Ｓ

Ｒ

Ｔｆ Ｔｒ
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　（注１）本図の＃１～＃４は、１．５Ｍ論理パス（２４のＴＳ＋ＳＴの４ｂｉｔ）の番号を表し、それ

　　　　　ぞれが図３－６／ＪＪ－５０．２０に示す構造であること。

　（注２）Ｆビットの定義

ビット 内　　容

Ｄ データリンク（“０”固定）

ＲＡＩ 正常時 “０”、異常時 “１”

ＦＥＢＥ 正常時 “０”、異常時 “１”

Ｒ－ＩＮＨ 正常時 “０”、電源断時  “１”（５章参照）

Ｃ 符号誤り監視（ＣＲＣ－５<生成多項式：Ｘ5＋Ｘ4＋Ｘ2＋１>）

予備 “１”に固定

図３－５／ＪＪ－５０．２０　６．３１２Ｍｂｉｔ／ｓインタフェースのフレーム構成

伝送速度

6.312Mbit/s

16bit 5bit

8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 bit

#1 #2 #3 #4 #1 #2 #3 #4 #1 #2 #3 #4 ST F

789bit(125μs)

TS24TS2TS1

768bit

bit

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

#1 #2 #3 #4 #1 #2 #3 #4 #1 #2 #3 #4 #1 #2 #3 #4

4bit 4bit 4bit 4bit

S4S3S2S1

～
　
～

　

1 1 0 0 D
1 0 1 0 0

R-INH FEBE 予備 RAI D

C1 C2 C3 C4 C5

5bit

F

～
　
～

～
　
～
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1 FS (FS) (FS) (FS) 1 FS (FS) (FS) (FS)
2 * * * * 2 “0” “0” “0” “0”

7 * * * * 7 “0” “0” “0” “0”

8 1.5MFERF Kx * * 8 1.5MFERF Kx “0” “0”
9 FS (FS) (FS) (FS) 9 FS (FS) (FS) (FS)
10 * * * * 10 “0” “0” “0” “0”

16 * * * * 16 “0” “0” “0” “0”

17 FS (FS) (FS) (FS) 17 FS (FS) (FS) (FS)
18 * * * * 18 “0” “0” “0” “0”

23 * * * * 23 “0” “0” “0” “0”

24 “1” “1” “1” “1” 24 “1” “1” “1” “1”
25 FS (FS) (FS) (FS) 25 FS (FS) (FS) (FS)
26 * * * * 26 “0” “0” “0” “0”

31 * * * * 31 “0” “0” “0” “0”

32 “1” “1” “1” “1” 32 “1” “1” “1” “1”
33 FS (FS) (FS) (FS) 33 FS (FS) (FS) (FS)
34 LP2 * * * 34 “0” “0” “0” “0”
35 * * * * 35 “0” “0” “0” “0”

39 * * * * 39 “0” “0” “0” “0”

40 “1” “1” “1” “1” 40 “1” “1” “1” “1”
41 FS (FS) (FS) (FS) 41 FS (FS) (FS) (FS)
42 * * * * 42 “0” “0” “0” “0”

47 * * * * 47 “0” “0” “0” “0”

48 “1” “1” “1” “1” 48 “1” “1” “1” “1”
49 FS (FS) (FS) (FS) 49 FS (FS) (FS) (FS)
50 * * * * 50 “0” “0” “0” “0”

55 * * * * 55 “0” “0” “0” “0”

56 “1” “1” “1” “1” 56 “1” “1” “1” “1”
57 FS (FS) (FS) (FS) 57 FS (FS) (FS) (FS)
58 * * * * 58 “0” “0” “0” “0”

63 * * * * 63 “0” “0” “0” “0”

64 “1” “1” “1” “1” 64 “1” “1” “1” “1”

　　　　　　　  LT →　NT1                                       NT1 →　LT

（注）ビットの定義

記号等 内　　容

Ｋｘ 加入者線の切替え制御用ビット（６章参照）

１．５Ｍ ＦＥＲＦ １．５Ｍ ＡＩＳまたは１．５Ｍ ＬＯＦ 検出時：“１”、正常時：“０”

ＬＰ２ ループバック 2 試験実行時：“１”、それ以外：“０”

＊ 未定義

図３－６／ＪＪ－５０．２０　１．５Ｍ論理パスフレーム構成

TS24
#1

TS24
#1

TS24
#1

TS24
#1

TS2
#1

TS3
#1

TS1
#1

196 bit(125μs)

8bit  8bit  8bit 8bit  8bit  4bit

STTS23
#1

TS24
#1

TS2
#1

196 bit(125μs)

8bit  8bit  8bit 8bit  8bit  4bit

TS24
#1

TS24
#1

STTS24
#1

TS23
#1

TS24
#1

TS2
#1

TS3
#1

TS24
#1

TS1
#1

TS2
#1

S4
#1

S3
#1

S2
#1

S1
#1

～ ～ ～ ～～～ ～ ～ ～～

～ ～ ～ ～～

～ ～ ～ ～～

8ms
～ ～ ～ ～～

～ ～ ～ ～～

～ ～ ～ ～～

～ ～ ～ ～～

～ ～ ～ ～～

～ ～ ～ ～～

～ ～ ～ ～～

～ ～ ～ ～～

～ ～ ～ ～～

～ ～ ～ ～～

～ ～ ～ ～～

～ ～ ～ ～～

S4
#1

S3
#1

S2
#1

S1
#1
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　　　ｃ）ＴＳの割りつけ方法

　　　　　ユーザの情報伝達のためのＴＳの割りつけ方法には 2 つのパターンを使用する。回線速度が１．

　　　　　５３６Ｍｂｉｔ／ｓまでの割りつけ方法（パタ－ンＡ）を図３－７／ＪＪ－５０．２０に、６．

　　　　　１４４Ｍｂｉｔ／ｓまでの割りつけ方法（パタ－ンＢ）を図３－８／ＪＪ－５０．２０に示す。

　　　　　基本回線における各回線速度に対応したＴＳの割りつけは、基本回線の速度により決定する。

768bit 16bit 5bit

8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 bit

#1 #2 #3 #4 #1 #2 #3 #4 #1 #2 #3 #4 ST F

TS1 TS2 TS24

の部分のみ使用可能、他のTSは全て未定義

TS1
#1

     
#2

     
#3

     
#4

TS2
#1

TS3
#1

     
#2

     
#3

     
#4

TS4
#1

TS24
#1

    
#2

    
#3

    
#4

 64kbit/s

TS1
#1

     
#2

     
#3

     
#4

TS2
#1

TS3
#1

     
#2

     
#3

     
#4

TS4
#1

TS24
#1

     
#2

     
#3

     
#4

192kbit/s

TS1
#1

     
#2

     
#3

     
#4

TS2
#1

TS4
#1

     
#2

     
#3

     
#4

TS5
#1

TS24
#1

     
#2

     
#3

     
#4

256kbit/s

TS1
#1

     
#2

     
#3

     
#4

TS2
#1

TS6
#1

     
#2

     
#3

     
#4

TS7
#1

TS24
#1

     
#2

     
#3

     
#4

384kbit/s

TS1
#1

     
#2

     
#3

     
#4

TS2
#1

TS8
#1

     
#2

     
#3

     
#4

TS9
#1

TS24
#1

     
#2

     
#3

     
#4

512kbit/s

TS1
#1

     
#2

     
#3

     
#4

TS2
#1

TS12
#1

     
#2

     
#3

     
#4

TS13
#1

TS24
#1

     
#2

     
#3

     
#4

768kbit/s

TS1
#1

     
#2

     
#3

     
#4

TS2
#1

TS18
#1

     
#2

     
#3

     
#4

TS19
#1

TS24
#1

     
#2

     
#3

     
#4

1.152Mbit/s

TS1
#1

     
#2

     
#3

     
#4

TS2
#1

TS24
#1

     
#2

     
#3

     
#4

1.536Mbit/s

                                

（配置順：TS1 #1 →　TS2 #1 →　TS3#1…）

速　度 使用するタイムスロット 速　度 使用するタイムスロット

  ６４ｋｂｉｔ／ｓ

１９２ｋｂｉｔ／ｓ

２５６ｋｂｉｔ／ｓ

３８４ｋｂｉｔ／ｓ

ＴＳ１＃１

ＴＳ１＃１～ＴＳ３＃１

ＴＳ１＃１～ＴＳ４＃１

ＴＳ１＃１～ＴＳ６＃１

５１２ｋｂｉｔ／ｓ

７６８ｋｂｉｔ／ｓ

１．１５２Ｍｂｉｔ／ｓ

１．５３６Ｍｂｉｔ／ｓ

ＴＳ１＃１～ＴＳ８＃１

ＴＳ１＃１～ＴＳ１２＃１

ＴＳ１＃１～ＴＳ１８＃１

ＴＳ１＃１～ＴＳ２４＃１

図３－７／ＪＪ－５０．２０　　光加入者線伝送方式フレーム構成上のＴＳ配置例（パターンＡ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（基本回線における回線速度のＴＳ配置を示す。）

～～

～～

～～

～～

125μs

～～

～～

～～

～～

～～

～～

～～

～～

～～

～～

～～
～～

～～

～～

～～

～～

～～

～～

～～

～～

～～

～～

～～

～～

～～

～～

～～

～～
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TS1 TS2 TS3 TS12 TS24
#1 #2 #3 #4 #1 #2 #3 #4 #1 #1 #2 #1 #2 #3 #4  3.072Mbit/s

TS1 TS2 TS3 TS18 TS24
#1 #2 #3 #4 #1 #2 #3 #4 #1 #1 #2 #1 #2 #3 #4  4.608Mbit/s

TS1 TS2 TS3 TS18 TS24
#1 #2 #3 #4 #1 #2 #3 #4 #1 #1 #2 #1 #2 #3 #4  6.144Mbit/s

（配置順：ＴＳ１  ＃１  →  ＴＳ１  ＃２  →ＴＳ１  ＃３  ．．．．．．）

 

速  度 使用するタイムスロット

３．０７２Ｍbit/s

４．６０８Ｍbit/s

６．１４４Ｍbit/s

ＴＳ１＃１～ＴＳ１２＃４

ＴＳ１＃１～ＴＳ１８＃４

ＴＳ１＃１～ＴＳ２４＃４

図３－８／ＪＪ－５０．２０　　光加入者線伝送方式フレーム構成上のＴＳ配置例 （パターンＢ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（基本回線における回線速度のＴＳ配置を示す）

（２）フレーム同期

　　　６．３１２Ｍｂｉｔ／ｓのフレ－ムと１．５Ｍ論理パスフレ－ムのフレーム同期は独立して行うこ

　　と。特に各第 1 フレームは一致するようにはしていない。

　ａ）６．３１２Ｍbit/s インタフェースフレーム

　　　マルチフレームのフレーム同期パターンは、“１１００１０１００”である。

　　　また、同期確立状態において同期パターン不一致が７回連続した場合に、同期はずれ状態となった

　　　と判定する。

　　　一方、同期はずれ状態において同期パターン一致が３回連続した場合に、同期確立状態となったと

　　　みなす。

　　　ただし、マルチフレームのフレーム同期パターン“１１００１０１００”において、１個以上の誤り

　　　を検出した場合を同期パターン不一致が１回、すべて正しい場合を同期パターン一致が 1 回と対応

　　　づける。

　ｂ）１．５Ｍ論理パスフレーム

　　　ＦＳのフレーム同期パターンは、“１１０１０１１０  １１０００００１  １００１１０１０

　　　１００１１１００  １１１１０１１０  １００００１０１”である。

　　　また、同期確立状態において図３－６／ＪＪ－５０．２０のＳ１中のフレーム同期パターン不一致

　　　が４回連続した場合に、同期はずれ状態となったと判定し、一方、同期はずれ状態においてＳ１中

　　　のフレーム同期パターン一致が２回連続した場合に、同期確立状態となったとみなす。

回線速度

768bit 16bit 5bit

8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8

#1 #2 #3 #4 #1 #2 #3 #4 #1 #2 #3 #4 ST F 125μs

    TS1    TS2    TS24

 
の部分のみ使用可能

他のTSは全て未定義

～ 

～

～ 

～

 

～  

～ 

～  

～ 
～  

～
 

～  

～ 

～  

～ 

～  
～

 

～  

～ 

～  

～ 

～  

～

 
～  

～ 

～  

～ 

～  

～
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４．保守・運用情報の転送

  図４－１に保守情報の転送図を示す。また、以下に主な保守・運用機能について概説する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●：検出点
○：送出点
×：断、又は誤り発生点

ＬＩ点ＵＮＩ点
ＮＴ１ ＬＴ

電源断

Power R－INH  (０→1) R－INH

6M ERR

LINE FEBE

CRC（5 つの C ﾋﾞｯﾄ）

6M FEBEFEBE   (０→１)

LINE RAI RAI   (０→１) 6M RAI

6M AIS

6M LOF

1.5M FERF 1.5M FERF (０→１) 1.5M FERF

1.5M AIS

1.5M LOFTE  RAI

TE  LOF Kx Kx(注 2) Kx

KxKx(注 2)

1.5M LOF

Kx

1.5M AIS

1.5M FERF 1.5M FERF (０→１) 1.5M FERF

TE  AIS

LINE LOF

LINE RAI ６M RAIRAI (０→１)TE  RAI

CRC(5 つの C ﾋﾞｯﾄ)LINE ERR
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（注１） 部 部はＴE－ＮＴ1 間のユーザ・網インタフェースがＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３１－ａ、ＪＴ－Ｇ７

　　　　０３－ａに準拠している場合を示す。

（注２）Ｋｘは６章を参照のこと。

（注３）AIS:警報表示信号

図４－１／ＪＪ－５０．２０  警報転送図

4.1　主信号全“１”の転送

  ＴＥからＮＴ１間が故障時（断、同期外れ）は、ＬＴに向けての情報チャネルは全て“１”とする。

    

4.2　符号誤り監視

（１）ＣＲＣ（Cyclic Redundancy Check）手順

　　符号誤り監視は、ＣＲＣ手順によって行われる。ＣＲＣ手順は､ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．７０４に準拠する。

　　ＣＲＣのメッセージブロック（ＣＭＢ）は、第１フレームの第１ビットから始まり、第４フレームの

　第７８４ビットで終わる連続した３１５１ビットのシーケンスとする｡

　　メッセージブロックチェックビット（ＣＲＣ－５ビット）Ｃ１、Ｃ２、Ｃ３、Ｃ４、Ｃ５は、図４－２／

　ＪＪ－５０．２０に示すとおりマルチフレームの最後の５ビットに置く。Ｎ番目のＣＭＢにＸ５を乗じた

　後に生成多項式Ｘ５＋Ｘ４＋Ｘ２＋１で除した（モジュロ２）余りとする。

　　最初のチェックビット（Ｃ１）が余りのＭＳＢであり、最後のチェックッビット（Ｃ５）がＬＳＢとす

　る。各マルチフレームは、対応するＣＭＢに対して生成したＣＲＣ－５ビットを含む。

　　受信側では、もしも伝送誤りがなければ、連続３１５６ビットの入力シーケンス（すなわち３，１５

　１ビットのＣＭＢと５ビットのＣＲＣ）を生成多項式で除したときの余りが０００００となる。

１マルチフレーム（３，１５６ビット）

Ｂ１ Ｂ２ ｔ－ － － － － － － － － － － Ｂ３１５０ Ｂ３１５１ Ｃ１ Ｃ２ － － Ｃ５

　　　　　　　　　　＊  Ｃ１Ｘ
４＋Ｃ２Ｘ

３＋Ｃ３Ｘ
2＋Ｃ４Ｘ＋Ｃ５は

　　　　　　　　　　　　Ｘ５（Ｂ１Ｘ
３１５０＋Ｂ２Ｘ

３１４９＋……＋Ｂ３１５０Ｘ＋Ｂ３１５１）を

　　　　　　　　　　　　Ｘ５＋Ｘ４＋Ｘ２＋１で割った余り（モジュロ２）

図４－２／ＪＪ－５０．２０  ＣＲＣビット付加方法

（２）符号誤り検出情報の送出

　　入力信号に符号誤り（ＣＲＣエラー）を検出したとき、検出１回につき、符号誤り検出情報を１ビッ

　ト（ＦＥＢＥビット“１”を１回）ＬＴ側へ送出しなければならない。

　　また、ＬＩＮＥ  ＬＯＦを検出した場合については、ＦＥＢＥは“１”として、ＬＴ側に送出しなけ

　ればならない。

4.3　下り方向の故障

　下り方向の故障時、ＮＴ１はＬＩＮＥ  ＬＯＦ検出時には上り方向のＲＡＩビットを“１”に、１．５

Ｍ　ＬＯＦまたは１．５Ｍ  ＡＩＳを検出時には上り方向の１．５Ｍ  ＦＥＲＦを“１”としてＬＴ側に

送出しなければならない。
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4.4　上り方向の故障

　上り方向の故障時、ＬＴはＮＴ１側にＲＡＩビットを“１”、１．５Ｍ  ＦＥＲＦを“１”として送出

してくる｡

4.5　通信異常の検出及び解除条件

　各種通信異常の検出及び解除条件を表４－１／ＪＪ－５０．２０に示す。

表４－１／ＪＪ－５０．２０  通信異常の検出及び解除条件

種別 検出条件 解除条件

フレーム同期はずれ

(LINE LOF または 6M LOF)

フレーム同期パターン不一致

を７回連続検出

フレーム同期パターン一致を３回連

続検出

ＥＲＲ
入力パルス列の誤り率が１０－4

以上
入力パルス列の誤り率が１０－６以下

フレーム同期はずれ

（１．５M  LOF）

Ｓ１中のＦＳビットのフレー

ム同期パターン不一致を４回

連続検出

Ｓ１中のＦS ビットのフレーム同期

パターン一致を２回連続検出

１．５Ｍ ＡＩＳ
Ｓ１中のビット列において

“１”を１６８回連続検出

Ｓ１中の連続する１６８ビット中

“０”を５回以上検出

4.6　保守・運用情報の検出及び解除条件

　保守・運用情報の検出及び解除条件を表４－２／ＪＪ－５０．２０に示す。

表４－２／ＪＪ－５０．２０  保守・運用情報の検出及び解除条件

種別 検出条件 解除条件

ＲＡＩ “１”が８回連続 “０”が３回連続

ＦＥＢＥ 保護なし(即時検出) 保護なし(即時検出)

Ｒ－ＩＮＨ “１”が８回連続 “０”が１～２秒連続

１．５Ｍ ＦＥＲＦ “１”が５回連続 “０”が５回連続

ＬＰ２ “１”が５回連続 “０”が５回連続

５．ＮＴ１の電源断情報（Ｒ－ＩＮＨビット）

　電源スイッチをＯＮ状態かつ元電源がＯＮ状態では、Ｒ－ＩＮＨビットを“０”としてＬＴ側に送出し

なければならない。

　また、元電源が投入されていて電源スイッチをＯＦＦからＯＮ状態にした場合､もしくは電源スイッチが

ＯＮ状態で元電源が投入された場合には､Ｒ－ＩＮＨビットを“０”としてＬＴ側に送出しなければならな

い。これにより、ＬＴは自動的に正常監視状態に戻る。

　元電源が投入されていて電源スイッチをＯＮからＯＦＦ状態にした場合、もしくは電源スイッチがＯＮ

状態で元電源が断となった場合は、Ｒ－ＩＮＨビットを“１”としてＬＴ側に１６回以上送出した後に、

信号断状態にしなければならない。
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６．Ｋｘビットによる加入者線の切替制御

　ＫｘビットはＮＴ１－ＴＥ間の故障時に加入者線の自動切替を実現するためのものである。

　その回線構成を図６－１／ＪＪ－５０．２０に示す｡

　　　　　　（注 1）ＬＴからＮＴ１方向は、常時同報通信の状態である｡

　　　　　　（注 2）ＮＴ１からＬＴ方向は、基本回線故障時、ＬＴ内部で自動的に切り替わる｡

図６－１／ＪＪ－５０．２０  加入者線の切替制御

6.1　Ｋｘビット検出条件

　Ｋｘビット検出条件を図６－２／ＪＪ－５０．２０に示す｡

図６－２／ＪＪ－５０．２０  Ｋｘの状態遷移

6.2　Ｋｘビットによる切替動作

（１）ＬＴからＮＴ１方向のＫｘビット

　　現用側のＫｘビットを“１”、予備側のＫｘビットを“０”として使用する。

　　例えば､図６－１／ＪＪ－５０．２０においてＮＴ１－Ａ側が現用側（ＮＴ１－Ａ側Ｋｘビットが“１”、

　ＮＴ１－Ｂ側Ｋｘビットが“０”）である時にＮＴ１－Ａ側に故障が生じた場合､ＮＴ１－Ｂ側が現用に

　切り替わり、ＮＴ１－Ａ側のＫｘビットが“０”、ＮＴ１－Ｂ側のＫｘビットが “１”となる。

基本回線

(注 1)

(注 2)

LT

TE

分岐回線

NT1-A

NT1-B
SW

Ｋｘ＝０

Kx ﾋﾞｯﾄ
“1”が 5 回
未満連続

Kx ﾋﾞｯﾄ
“0”

Ｋｘ＝１

Kx ﾋﾞｯﾄ
“０”が 5 回
未満連続

Kx ﾋﾞｯﾄ
“１”

Ｋｘビット“０”が５回連続

         注  初期値はＫｘ＝１

Ｋｘビット“１”が５回連続
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（２）ＮＴ１からＬＴ方向のＫｘビット

　　正常時（自動切替により回線の救済をおこなう場合）はＫｘビットを現用側、予備側とも“１”とす

　る。

　　図６－１／ＪＪ－５０．２０においてＮＴ１からＬＴ方向のＫｘビットによる切替動作を表６－１／

　ＪＪ－５０．２０に示す｡

表６－１／ＪＪ－５０．２０  ＮＴ１からＬＴ方向のＫｘビットによる切替動作

現用側 予備側       ＮＴ1－Ａ

ＮＴ1－Ｂ Ｋｘ＝“０” Ｋｘ＝“１” Ｋｘ＝“０” Ｋｘ＝“１”

Ｋｘ＝“０” 状態変化しない ＮＴ１－Ａ側に

切り替わる現
用
側 Ｋｘ＝“１” 状態変化しない 状態変化しない

Ｋｘ＝“０” 状態変化しな

い

状態変化しない

予
備
側 Ｋｘ＝“１” ＮＴ１－Ｂ側

に切り替わる

状態変化しない

７．ＮＴ１における折り返し機能

　回線故障時等において利用者の利便とともに効率的な保守を行うため､ＮＴ１は、次の折り返し機能をも

たなければならない。

折り返し試験名 内容 制御ビット

ループ２ 一括折り返し ＬＰ２ビット

　このループ２折り返し機能は､ＮＴ１の最もＴＥ側に近い所に持たせることにより、ＴＥ側の故障かＮＴ

１及び回線側の故障かを切り分ける機能である。

7.1　折り返し条件

　ループ２折り返しの折り返し条件と折り返し状態について表７－１／ＪＪ－５０．２０に示す。

表７－１／ＪＪ－５０．２０  折り返し条件とその状態

条件 折り返し状態

折り返し条件 図３－６／ＪＪ－５０．２０のＬＩ上

のＬＰ２ビットを連続５回以上“１”

として検出した場合。

ＬＴからＮＴ１への入力信号をＮＴ１から

ＬＴ側へ出力する。

解除条件 図３－６／ＪＪ－５０．２０のＬＩ上

のＬＰ２ビットを連続５回以上“０”

として検出した場合。

折り返し状態は解除され、正常状態に戻

る。
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委員 論手  素直 アンリツ（株）

委員 斉藤　直之 岩崎通信機（株）

委員 大西  一三 沖電気工業（株）

委員 牧野  恒浩 キヤノン（株）

委員 村上  泰典 住友電気工業（株）

委員 徳永　和幸 （株）田村電機製作所

委員 中尾  雅俊 （株）東芝

委員 小川  行雄 東洋通信機（株）

委員 丹野  光一郎 日本ﾙｰｾﾝﾄ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ（株）

委員 門脇　眞 SWG2リーダ・日本電気（株）

委員 佐藤  栄裕 SWG1リーダ・（株）日立製作所

委員 高田 邦夫 富士通（株）

委員 花田  英司 富士通電装（株）

委員 橋本  裕司 松下通信工業（株）

委員 牧野  真也 三菱電機（株）

委員 山田  裕一 ヤマハ（株）

委員 大谷  雅人 （株）リコー

委員 鼻戸  博昭 （株）東陽テクニカ

委員 斉藤  保夫 （財）電気通信端末機器審査協会

事務局 中村　剛万 ＴＴＣ　第２技術部



　　　　　　

　　ＪＪ－５０．２０　検討グループ（ＳＷＧ１）

リーダ 佐藤  栄裕 （株）日立製作所

委員 高波　禎 ＫＤＤ（株）

委員 遠藤　晃 東京通信ネットワーク（株）

委員 林  秀樹 日本テレコム（株）

委員 菊島　浩二 日本電信電話（株）

委員 佐々木  康仁 大阪メディアポート（株）

特別専門委員 小松  一俊 沖電気工業（株）

委員 中尾  雅俊 （株）東芝

委員 小川  行雄 東洋通信機（株）

委員 門脇　眞 日本電気（株）

委員 高田 邦夫 富士通（株）

委員 橋本  裕司 松下通信工業（株）

委員 牧野  真也 三菱電機（株）

委員 山田  裕一 ヤマハ（株）

委員 鼻戸  博昭 （株）東陽テクニカ


	　　



